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 要  旨 
 近年、アクセス網のブロードバンド化に伴いマルチメディアアプリケーション
のPeer-to-Peer型Streaming配信への期待が高まっている。Peer-to-Peer技術はデータ
の転送量を抑えることができ、転送量によるコスト増を削減することが可能であ
る。また各ホストでパケット損失の復元を行い、多数のユーザーに品質の高いメ
ディアを配信することができる。 
 マルチメディアアプリケーションでは、網輻輳時に発生するパケット損失を回
復する手段としてFECが有力な技術として用いられる。しかしながら、FECを用
いたアプリケーションの増加に伴い、FECオーバーヘッドが網輻輳を助長し全体
の通信に悪影響を及ぼす可能性がある。 
そこで本研究では、FEC付加によるFECオーバーヘッドが引き起こす網状況の
悪化を抑制するFEC方式を提案し、今後主流になると考えられるPeer-to-Peer 
Streamingへの応用を検討,実装および性能評価を行った。提案方式ではFECパケッ
トを集約したFECコンテンツを作成、メディアパケット送信に先駆けてTCPで送
信を行った。受信側ではFECコンテンツを随時参照し、パケットの損失チェック
および復元を行った。 
計算機による実験結果から、提案方式はFECパケットとメディアパケットを同
時に送信する従来方式に比べ、FECオーバーヘッドによる網状態の悪化を抑制で
き、高負荷時のパケット損失率が従来方式の10分の1程度に減少することが確認で
きた。下位のホストにおいてもパケット損失率が同程度減少しており、ホップ数
が増加してもメディア品質が維持できると考えられる。パケット復元にかかる時
間も1msを切る短時間で行うことができ、復元処理による遅延の影響も少ない。
提案方式はパケット復元による再生遅延の影響が少なく、ホップ数が増加しても
下位のホストまでメディア品質の維持が可能であり、従来のメディアストリーミ
ング配信だけでなくPeer-to-Peer Streamingアプリケーションにも適した方式であ
ることを示した。 
 
